
被
災
地
報
告
会
・
講
演
会

６
月
４
日
宮
中
で

聴
講
自
由

女
川
町
出
身
で
、
震
災
後
、
高
山

に
移
住
さ
れ
、
現
在
、
国
府
町
で
レ

ス
ト
ラ
ン
を
経
営
さ
れ
て
い
る
末
永

賢
治
氏
を
講
師
に
迎
え
、
被
災
地
の

現
状
と
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
演
は
宮
中
の
授
業
の
中
で
行
わ

れ
ま
す
。
町
民
の
方
も
自
由
に
聴
講

で
き
ま
す
。

日
時:

６
月
４
日
（
水
）
10
時
30
分

臥
龍
桜
日
本
画
大
賞
展

25
周
年
記
念
講
演
会

平
成
２
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
臥
龍

桜
日
本
画
大
賞
展
」
が
今
年
度
25
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
初
回
よ
り

審
査
員
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

日
本
画
家
の
伊
藤
嘉
晃
先
生
と
、
国

の
天
然
記
念
物
「
臥
龍
桜
」
の
復
活

に
尽
力
い
た
だ
い
た
岐
阜
大
学
名
誉

教
授
で
あ
り
樹
木
医
の
林
進
先
生
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
は
７
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

千
代
田
区
交
流
記
念
事
業

「
千
代
田
区
環
境
エ
コ
ツ
ア
ー
」

９
月
実
施

町
民
参
加
者
募
集

平
成
24
年
６
月
、
東
京
都
千
代
田

区
と
高
山
市
は
「
森
林
整
備
に
係
る

協
定
」
を
締
結
し
、
一
之
宮
町
内
の

市
有
林
整
備
に
対
し
、
千
代
田
区
か

ら
も
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
協
定
を
契
機
に
、
環
境
分
野

以
外
で
の
交
流
も
目
的
に
、
今
年
度

は
、
日
本
画
大
賞
展
の
東
京
展
を
千

代
田
区
内
に
あ
る
日
比
谷
図
書
文
化

館
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
日
比
谷
図
書
文
化
館

に
隣
接
す
る
飯
野
ビ
ル
に
お
い
て

「
飛
騨
高
山
フ
ェ
ア
」
と
し
て
、
飛

騨
高
山
の
産
直
野
菜
や
特
産
品
の
販

売
を
行
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
お
い
て
も
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

同
時
期
に
、
町
民
を
募
集
し
て
応
援

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
（
ツ
ア
ー
で

は
警
視
庁
な
ど
も
視
察
予
定
で
す
）
。

な
お
、
飯
野
ビ
ル
に
建
設
中
の

「
イ
イ
ノ
の
森
」
に
は
、
荘
川
桜
と

臥
龍
桜
２
世
を
植
樹
予
定
で
す
。
植

樹
に
は
一
之
宮
町
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭

も
使
わ
れ
ま
す
。

日
時:

９
月
10
日
（
水
）
11
日
（
木
）

予
定
参
加
費
２
０
，
０
０
０
円
（
町

民
は
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
）

詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

３ ２

総務環境部 健康福祉部 産業振興部 社会教育部

総 会

理 事 会

総括会議

監事

事務局

福 祉 委 員 会

女 性 委 員 会

体 育 委 員 会 文化教養委員会

青少年育成委員会

広 報 委 員 会

総 務 委 員 会

防災防犯委員会

一之宮町まちづくり協議会組織図

理 事 会

計

事
務
局
長

監

事

監

事

副
会
長

副
会
長

会

長

役

職部 会 推 薦 町 内 会 長 部 会 長

三
木

忠
裕

町
川

克
己

洞
口

和
美

島
野

芳
規

牧
田

智

下
本

は
つ
子

南

あ
や
の

向

良
廣

中
島

玲
子

内
木

良
文

小
野

和
栄

野
口

洋
子

古
川

卓

日
比
野

法
夫

新
田

善
勝

野
中

五
十
八

野
添

克
良

新
家

一
利

伊
藤

健
生

大
森

治
良

洞
口

真
人

内
藤

重
光

山
腰

ま
み
子

伴
場

敏
彦

畑
中

道
子

谷
口

誉
憲

三
宅

良
一

岩
畑

正
義

田
邊

重
敏

氏

名

山
下
山
下
東 山
下
山
下
山
下
中
央
東 本
通

一
之
宮
東 山
下

一
之
宮
東 本
通
山
下
中
央
位
山
位
山
位
山
東 東 山

下
公
民
館
内
常
勤

本
通
位
山
山
下
位
山
中
央
町
内

駅
前

山
下
下

洞
下

山
下
中

山
下
中

山
下
上
南 洞
下

本
通
上

宮
川

問
坂
下

山
下
下

宮
川
洞
上

本
通
下

山
下
上

野
上
寺 寺
元
寺
元
洞
上

問
坂
上

山
下
上

本
通
上
奥
山
下
下
奥 日
影
班

一 之 宮 町 ま ち づ く り 協 議 会 役 員 名 簿

会

計

副
部
会
長

部
会
長

野
添

克
良

野
口

洋
子

内
藤

重
光

中
央
山
下 東

野
上

山
下
下

問
坂
上

◆
総
務
委
員
会

委
員
長

新
田

善
勝

本
通

本
通
下

◆
防
災
防
犯
委
員
会

委
員
長

黒
木
甚
右
エ
門

位
山

段

委
員
長

山
腰

進

山
下

山
下
上

◆
広
報
委
員
会

会

計

副
部
会
長

部
会
長

桐
山

久
子

小
野

和
栄

洞
口

真
人

本
通
東 東

本
通
下

問
坂
下

洞
下

副
委
員
長

委
員
長

黒
木

義
弘

牧
田

智

位
山
山
下

段
山
下
中

会

計

副
委
員
長

委
員
長

坂
本

陽
子

清
水

紀
子

下
本

は
つ
子

中
央
位
山
山
下

野
上
寺
元

山
下
上

委
員
長

桐
山

久
子

本
通

本
通
下

会

計

副
部
会
長

部
会
長

田
玉

昌
明

内
木

良
文

大
森

治
良

位
山

一
之
宮
東

寺
元
宮
川

問
坂
上

◆
体
育
委
員
会

◆
女
性
委
員
会

◆
福
祉
委
員
会

会

計

副
部
会
長

部
会
長

中
島

玲
子

中
島

玲
子

伊
藤

健
生

〃
本
通
奥

〃
本
通
上

寺
元

◆
文
化
教
養
委
員
会

会

計

委
員
長

黒
木

美
穂

町
川

克
已

位
山
山
下

段
山
下
下

会

計

委
員
長

早
船

美
樹

伊
藤

健
生

中
央
奥

野
下
寺
元

◆
青
少
年
育
成
委
員
会

総務環境部健康福祉部
振興部

社会教育部 産 業

総
務
環
境
部
会
は
、
「
総
務
」
「
防
災
・
防
犯
」
・

「
広
報
」
の
三
委
員
会
で
構
成
し
、
町
内
会
長
・
消
防
団
・

自
主
防
災
・
地
域
安
全
協
議
会
等
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
意
見
・
要
望
な
ど
を
協
議
会
に
反
映
さ
せ
、
現

状
を
町
内
に
周
知
し
、
ま
た
、
町
民
の
「
安
全
・
安
心
」

に
か
か
わ
る
重
要
な
位
置
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
一
部
の
役
員
や

リ
ー
ダ
ー
で
成
り
立
っ
て
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
様
の
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
や
、
よ
り
多
く
の
方
々

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
一
之
宮
町
が
一
丸
と
な
る
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
は
、
各
班
の
体
育
委
員
や
女
性
委
員
、
長

寿
会
の
皆
さ
ん
も
係
わ
る
部
会
で
す
。
社
会
福
祉
協
議
会

に
も
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
名
の
通
り
、
健
康
と
福
祉
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
業
を
計
画
・
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
行
っ
て
き
た
行
事
等

を
継
承
し
つ
つ
、
新
し
い
行
事
も
模
索
し
て
行
く
つ
も
り

で
す
。

体
育
・
女
性
・
福
祉
の
３
つ
の
委
員

会
が
微
妙
に
係
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
生
か
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
心

も
身
体
も
健
康
に
な
れ
る
一
助
と
な
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

節
目
の
年
を
迎
え
、
今
一
度
一
之
宮
町
の
様
々
な
仕
組

み
や
思
い
を
考
え
直
す
の
が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
の
試
み
な
の
で
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

葬
儀
も
式
場
で
行
い
、
祭
り
の
呼
び
引
き
も
少
な
く
な

り
、
組
の
常
会
も
一
部
で
は
や
ら
な
か
っ
た
り
と
地
域
の

つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
希
薄
に
な
っ
た
つ
な
が
り
に
つ
い
て
町
内
総
参

加
で
議
論
し
考
え
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

産
業
部
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、
グ
ル
ー
プ
に
参
加
・

協
力
し
て
い
た
だ
き
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
部
は
「
文
化
教
養
委
員
会
」
と
「
青
少
年
育

成
委
員
会
」
の
２
つ
の
委
員
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
教
養
委
員
会
は
文
化
祭
、
生
涯
学
習
講
座
等
の
企

画
・
運
営
を
行
い
、
青
少
年
育
成
委
員
会
は
、
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
一
之
宮
町
の
子
ど
も
達
の
見
守
り
活
動

の
充
実
と
サ
タ
デ
ィ
サ
ー
ク
ル
（
体
験
土
曜
教
室
）
の
企

画
・
運
用
の
発
展
を
さ
せ
て
行
き
ま
す
。

こ
の
部
会
は
、
地
域
の
方
々
、
特
に
文
化
及
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
団
体
、
子
ど
も
会
等
の
団
体
、
宮
保
育
園
・

宮
小
中
学
校
の
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
保
護
者
の
皆
様
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
地
域
の
方
々
が
、
文
化

的
で
住
み
や
す
い
生
活
の
環
境
確
保
の
一
翼
を
担
う
こ
と

が
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。

意
見
・
要
望
の
反
映
と
現
状
周
知
、
安
全
・
安
心

一
丸
と
な
っ
て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
目
指
し
た
い

総
務
環
境
部
会
長

内
藤

重
光

健
康
福
祉
部
会
長

洞
口

真
人

健
康
・
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
通
じ
て

町
民
の
心
と
身
体
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献

仕
組
み
を
考
え
直
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

希
薄
に
な
っ
た
つ
な
が
り
に
つ
い
て
議
論
し
た
い

産
業
振
興
部
会
長

大
森

治
良

社
会
教
育
部
会
長

伊
藤

健
生

文
化
・
青
少
年
育
成
活
動
通
じ
て

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
住
み
や
す
い
地
域
に

公

民

館

か

ら

■
６
月
の
公
民
館
休
館
日

６
月
９
日
（
月
）
23
日
（
月
）

■
６
月
の
交
流
館
休
館
日

６
月
９
日

16
日

23

日

30
日

以
上
月
曜



一
之
宮
町
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
設
立
総
会
が
４

月
25
日
に
一
之
宮
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
新
し
い
形

の
住
民
自
治
組
織
が
発
足

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
之
宮
町
は
花
里
地
区
と
と
も
に
、

市
の
進
め
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
、
１
年
先

行
し
て
今
年
度
の
運
営
を
目
指
し
て
準

備
し
て
き
ま
し
た
。
新
組
織
の
母
体
と

な
る
一
之
宮
地
区
連
合
町
内
会
と
一
之

宮
町
社
教
は
、
す
で
に
総
会
を
開
い
て

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
一
本
化
す
る
こ

と
を
決
議
し
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

総
会
に
は
総
会
構
成
員
と
な
る
代
議

員
が
出
席
し
た
ほ
か
、
西
倉
良
介
副
市

長
、
丸
山
永
二
市
民
活
動
部
長
を
は
じ

め
来
賓
と
準
備
委
員
な
ど
関
係
者
、
ま

た
モ
デ
ル
地
区
の
設
立
総
会
を
参
考
に

し
よ
う
と
町
外
か
ら
の
傍
聴
者
も
含
め

70
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
昨
年
７
月
の
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
説
明
会
開
催
以
後
、
10

回
に
渡
る
準
備
委
員
会
の
開
催
、
４
回

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
代
表
者
会
の
開

催
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
「
ま
ち
づ

く
り
推
進
大
会
」
の
開
催
な
ど
経
過
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
は
稲
子
盛
雄
氏
を
議
長
に
行
わ

れ
、
ま
ち
づ
く
り
方
針
、
協
議
会
規
約
、

平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
案
、

そ
れ
に
役
員
の
承
認
が
上
程
さ
れ
、
原

案
通
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
之
宮
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
市

内
で
最
初
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
組
織

と
し
て
、
今
後
他
の
地
区
か
ら
も
そ
の

運
営
が
先
行
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
之
宮
ま
ち
協
だ
よ
り

一之宮町

まちづくり協議会

広報委員会

第１号

平成26年6月1日

高山市一之宮町3087

電話 53-2424

一
之
宮
町
社
教
が
、
新
し
く
設
立
さ

れ
る
一
之
宮
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
ま
ち
協
）
に
機
能
を
移
管
し
て
解
消

す
る
こ
と
と
な
り
、
最
後
の
総
会
が
４

月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
平
成
25
年
度
の
事
業
報
告

と
収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
、
指
定
管
理

と
し
て
の
一
之
宮
社
教
を
存
続
さ
せ
る

ほ
か
、
事
業
や
繰
越
金
を
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
引
き
継
ぐ
こ
と
を
条
件
に
解

散
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
一
之
宮
地
区
連
合
町
内
会
総

会
も
４
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
平
成
25
年
度
の
事
業
報
告

と
収
支
決
算
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、

一
之
宮
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
事
業

を
移
管
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

宮
小
学
校
６
年
生
に
よ
る
臥
龍
桜
の

ガ
イ
ド
が
今
年
も
４
月
23
日
に
午
前
の

授
業
の
時
間
を
使
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

臥
龍
公
園
で
は
28
人
が
６
班
に
分
か

れ
て
、
ほ
ぼ
満
開
に
咲
い
た
桜
を
バ
ッ

ク
に
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
使
っ
て
、
臥

龍
桜
の
い
わ
れ
や
歴
史
、
特
に
台
風
の

被
害
を
克
服
し
て
見
事
に
再
起
を
果
た

し
た
話
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
よ
く
晴
れ
て
、
マ
イ
カ
ー

や
観
光
バ
ス
で
桜
を
見
に
た
く
さ
ん
の

人
が
訪
れ
、
足
を
止
め
て
は
ガ
イ
ド
の

説
明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第
７
回
と
な
る
飛
騨
高
山
ふ
る
さ
と

発
見
「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が

５
月
11
日
、
一
之
宮
町
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
高
山
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
会
が
主
催
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

行
事
で
す
。

一
之
宮
で
は
、
７
㌔
㍍
の
「
満
喫
コ
ー

ス
」
と
３
．
５
㌔
㍍
の
「
の
ん
び
り
コ
ー

ス
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
晴
れ
の
気
持
ち
の
よ
い
一
日
と

な
り
、
夫
婦
や
友
達
同
士
、
家
族
連
れ

な
ど
３
０
０
人
が
新
緑
や
田
植
え
の
準

備
の
進
む
景
色
の
中
を
楽
し
ん
で
歩
い

て
い
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
一
之
宮
運
動
場
を

起
点
に
、
臥
龍
公
園
、
水
無
神
社
、
常

泉
寺
川
沿
い
を
進
み
、
満
喫
コ
ー
ス
で

は
旧
位
山
道
の
一
部
も
歩
き
ま
し
た
。

閉
会
時
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る

抽
選
も
あ
り
ま
し
た
。

長
年
画
家
と
し
て
作
品
を
描
き
続
け

て
い
る
町
内
の
２
人
の
画
家
、
山
腰
曠

さ
ん
と
澤
田
勇
さ
ん
の
作
品
展
示
会
が

大
幢
寺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
19

日
か
ら
29
日
ま
で
臥
龍
桜
の
開
花
に
合

わ
せ
て
開
か
れ
た
も
の
。

日
本
画
の
山
腰
さ
ん
は
20
年
以
上
に

わ
た
り
描
き
続
け
て
い
る
様
々
な
姿
の

臥
龍
桜
の
作
品
を
展
示
。
洋
画
の
澤
田

さ
ん
は
御
岳
な
ど
飛
騨
地
域
の
風
景
の

作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

展
示
会
は
臥
龍
桜
を
見
に
訪
れ
た
観

光
客
な
ど
も
加
わ
り
、
多
く
の
人
が
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

一
之
宮
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は

設
立
記
念
事
業
と
し
て
、
５
月
６
日
に

臥
龍
桜
の
苗
木
５
本
を
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
宮
城
県
の
女
川
町
へ
届
け

ま
し
た
。

桜
の
町
と
し
て
有
名
な
女
川
町
で
は

桜
が
津
波
で
流
失
し
た
た
め
住
民
団
体

「
女
川
・
桜
守
り
（
も
り
）
の
会
」
を

中
心
に
復
活
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ち
協
で
は
、
復
活
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
臥
龍
桜
を
贈
る
こ
と
で
桜
の
町
復

活
に
協
力
し
よ
う
と
実
施
し
ま
し
た
。

移
送
は
記
念
事
業
を
企
画
し
た
一
之

宮
支
所
の
山
本
哲
夫
次
長
ら
が
務
め
、

「
女
川
・
桜
守
の
会
」
の
事
務
局
長
の

藤
中
郁
生
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。

桜
は
来
年
３
月
に
再
建
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ

女
川
駅
前
に
植
樹
さ
れ
る
予
定
で
す
。

・
宮
中
学
校
で
は
３
年
生
が
５
月
８
日
、

臥
龍
桜
二
世
の
苗
木
18
本
を
植
樹
し
ま

し
た
。
女
川
町
に
苗
木
を
贈
っ
た
こ
と

に
関
連
し
て
、
中
学
生
も
臥
龍
桜
の
歴

史
や
命
を
学
ぼ
う
と
行
っ
た
も
の
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
西
と
南
側
に
１
列
に
植

え
ま
し
た
。

ま
ち
協
健
康
福
祉
部
女
性
委
員
会
が

一
之
宮
公
民
館
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
毎
年
社
教
女

性
部
の
時
か
ら
続
い
て
い
る
事
業
で
す
。

今
回
の
清
掃
に
は
委
員
23
人
が
出
て
、

ガ
ラ
ス
掃
除
や
庭
の
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。

社
教
と
連
合
町
内
会
が
総
会

「ま
ち
協
」に
事
業
移
管
承
認

臥
龍
桜
苗
木
を
女
川
町
へ
寄
贈

「ま
ち
協
」設
立
記
念
事
業
で

宮
路
で
「て
く
て
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

３
０
０
人
が
新
緑
の
中
快
歩

町
内
２
人
の
画
家
が
展
示
会

山
腰
さ
ん
と
澤
田
さ
ん

平成２６年６月１日（日）平成２６年６月１日（日）第１号 第１号

１ ４

最後となった一之宮町社教総会の様子

観光客らを前に臥龍桜のガイドを行う小学生

大幢寺内の特設展示場を訪れた鑑賞者

宮
中
生
が
臥
龍
桜
を
植
樹

グ
ラ
ウ
ン
ド
西
と
南
に
18
本

五月晴れの中、常泉寺川沿いを歩く参加者

新
緑
が
目
に
鮮
や
か
な
清
々
し
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
一
之
宮
町
の

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
平
成
十
七
年
二
月
一
日
、

旧
宮
村
が
高
山
市
と
合
併
し
高
山
市

一
之
宮
町
と
な
り
、
今
年
が
十
年
目

の
節
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
宮
村

時
代
か
ら
延
々
と
受
け
継
が
れ
て
来

た
伝
統
と
行
事
、
ま
た
、
源
流
の
森
、

臥
龍
の
里
の
美
し
い
景
色
と
環
境
、

す
ば
ら
し
い
一
之
宮
町
に
住
ん
で
幸

せ
に
思
い
ま
す
。

十
年
目
の
節
目
と
し
て
こ
れ
か
ら

十
年
後
、
二
十
年
後
、
一
之
宮
町
に

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
様
な
、

新
た
な
町
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
七
月
よ
り
新
し
い
町
づ
く
り

を
進
め
て
行
く
た
め
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
準
備
委
員
会
」
を
発
足
し
、

こ
れ
か
ら
の
一
之
宮
町
の
あ
る
べ
き

形
、
方
向
に
に
つ
い
て
協
議
し
、
諸

課
題
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
来
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
年
四
月
二
十
五

日
「
一
之
宮
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

を
設
立
、
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
は
一
之
宮
町
民
の
皆
様
方
一

人
ひ
と
り
全
員
が
参
加
し
て
頂
き
、

協
議
会
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
一

之
宮
の
あ
る
べ
き
姿
、
方
向
に
つ
い

て
活
動
し
て
頂
い
て
町
づ
く
り
を
進

め
て
行
く
考
え
方
で
す
。

誰
も
難
し
い
事
は
考
え
な
く
て
、

今
迄
や
っ
て
来
た
活
動
、
町
内
会
、

社
教
、
イ
ベ
ン
ト
、
各
自
主
事
業
等

を
し
て
頂
い
た
上
で
、
も
っ
と
良
い

方
法
が
あ
れ
ば
皆
様
と
考
え
、
協
議

し
、
改
善
し
、
前
進
的
に
進
め
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
之
宮
町
が
も
っ
と
住

み
良
く
な
る
様
に
皆
様
方
、
意
見
を

ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
頂
き
た
い
。
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

往
に
し
方
（
い
に
し
え
）
の
言
葉

に
も
あ
る
様
に
、
人
生
に
定
年
は
無

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
世
を
去
る

そ
の
瞬
間
ま
で
人
生
の
現
役
で
す
。

人
生
の
現
役
と
は
何
か
、
様
々
な
状

況
、
立
場
、
今
ま
で
生
き
て
き
た
過

程
の
中
で
「
自
ら
の
人
生
を
悔
い
な

く
生
き
る
人
」
の
事
だ
と
思
い
ま
す
。

人
間
、
「
本
来
無
一
物
」
、
こ
の

世
に
生
を
受
け
た
瞬
間
か
ら
人
生
を

終
え
る
時
、
全
て
「
ハ
ダ
カ
一
貫
」

人
間
「
本
来
無
一
物
」

一
之
宮
町
民
の
皆
様
方
に
幸
あ
れ
。

二
十
年
後
も
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
目
指
し
て

み
ん
な
と
考
え
、
協
議
・
改
善
し
前
進

一
之
宮
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

田
邊

重
敏

宮
小
６
年
生
が
ガ
イ
ド

満
開
の
臥
龍
桜
に
花
添
え
る

女
性
委
員
会
が
清
掃
ボ
ラ

公
民
館
の
ガ
ラ
ス
や
庭

「桜守りの会」に苗木を渡す山本次長

グラウンドに苗木を植える中学生

代議員のほか、町内外から多くの傍聴者の出席を得て開かれた設立総会の様子


